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Ⅰ　目的
　本稿では、2023年度に実施した附属学校園
アンケートの分析から「未来共創プラン戦略
₆　大学・附属学校園連携プロジェクト（以
下、戦略₆）」の成果と課題を明らかにする
ことを目的とする。
　戦略₆は、2021年₃月に策定された「未来
共創プラン」で掲げた目標₂「大学と附属学
校園との連携強化を図ることで、より質の高
い教員研修を実現します」に位置付くもので
ある。具体的な内容は、「教育委員会や教育
現場との緊密な連携を通して、附属学校園が
今後の公立学校等のモデルとなる実証研究に
取り組むこと」である。戦略₆は、第₄期中
期計画にも位置付いており、その評価指標に
は、「附属学校園の研究等を公立学校に活用
したかどうかを調査するアンケートを実施し、
アンケート結果に基づいた改善策を考え、改
善のサイクルを令和₆年度までに構築し、令
和７年度からは、構築したサイクルに基づき
改善を行うこと」が設定されている。以上の
ような位置付けの下、戦略₆では、2022年度
から、₇附属学校園との共同研究により、公

開研究会等において、アンケート調査を実施
している。2022年度に実施したアンケートの
結果から次の成果と課題が明らかとなった。
・　₇附属学校園の研究発表会は「関心度・
理解度・参考度・活用度」の₄項目すべて
において、肯定的な回答が否定的な回答を
上回ることできた。
・　肯定的な回答者の教員経験年数は、「₁
年～₅年」「₆～10年」「11～20年」「21年以
上」の区分において、大きな偏りがなかっ
た。そのため、どの教員経験年数にも対応
する研究内容であったと考える。
・　「活用度」は、他項目と比べると低い。
「活用度」と他項目の関係と教員経験年数
による差の検討は次年度の課題といえる。
・　アンケート結果は、2022年度の大学・附
属学校園連携プロジェクト（戦略₆）にお
ける検討対象となり、大学と附属学校園が
一体となる特色を生かした実証研究に取り
組む素地づくりになった。
　これを受けて、2023年度の戦略₆の会議で
は、「活用度」に関する検討を月₁回のリモー
ト会議の論点として設定した。
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　なお、各附属学校園は独自の実践的研究主
題を掲げ、赴任教員の研鑽の場となるととも
に、公開授業などの研究発表会により公立学
校等の授業実践の質向上に寄与してきた。し
かしながら、激変する教育環境と社会変化に
おいて、これまで以上に大学と附属学校園の
連携が重要になる。とりわけ、大学と附属学
校園が一体となる特色を生かした実証研究に
取り組み、地域の教育現場への還元を目指す

ことは重要となる。以上の考えを共有し、そ
の具体策として、各附属学校園の研究会の成
果を把握するためのアンケート項目について
検討し、実施した。

Ⅱ　方法
１　附属学校園のアンケート項目
　図₁は、附属学校園のアンケートである。
本アンケートは継続研究を想定しているため、

鈴木 一成　真島 聖子　小塚 良孝

図₁　附属学校園のアンケート（印刷版）
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昨年度と同様のアンケートとした。₇附属学
校園のすべての研究内容に対応する内容と、
参加者の記述や記入に際しての簡便性を考慮
し、共通項目として、「関心度」「理解度」「参
考度」「活用度」の₄つを設定した。また、独
自項目として、各附属学校園がこれまで積み
重ねてきた研究等に鑑み、独自に参観者の回
答を求める項目を設定してもよいこととした。

２　実施方法
　本アンケートは、2023年における各附属学
校園の研究発表会の参加者を対象として、紙
面及び web で実施した。実施時期は附属幼
稚園が11月₉日、附属名古屋小学校が₅月30
日（春の公開授業時）・11月₇～14日（秋の
公開授業時）、附属岡崎小学校が11月16～17
日、附属名古屋中学校が₉月22日、附属岡崎
中学校が₆月20日、附属高等学校が11月₈日、
附属特別支援学校が11月10日であった。

Ⅲ　結果と考察
１　附属幼稚園
　表₁は、附属幼稚園の公開保育兼研究発表
におけるアンケート回答者数と回答者の教員
経験年数を整理したものである。
　

　表₂は公開保育時に実施したアンケートの
集計結果、表₃は研究発表会の際に実施した
アンケートの集計結果である。

　参加者の教員経験年数は、昨年度が「11～
20年」が最も多かったが、本年度は「₆～10
年」が最も多くなった。昨年度は教員経験₁
～10年と11年以上が半々の割合であったが、
本年度は教員経験₁～10年参加者全体の57％
とやや多くなった。
　表₂、表₃における各項目については、昨
年同様、肯定的な回答が否定的な回答よりも
大幅に上回っている。特に「関心度」及び「参
考度」の割合は他項目に比べて相対的に高く、
公開保育及び研究発表会におけるねらいと内
容への関心が高く、今後の教育活動に参考に
なったといえる。また、「理解度」も肯定的
な回答が否定的な回答よりも大幅に上回って
いることから、ねらい・内容について分かり
やすかったといえる。
　「活用度」における否定的な回答は公開保
育で₁名、研究発表会で₁名であった。本年
度、附属幼稚園では全体での研究発表や講演
会を実施しなかったが、①保育を語る会、②
研究経過報告、③施設参観を実施した。①～
③は参観者との対話の機会を増やす試みと
なったため、引き続き、活用する側のニーズ
をとらえていく機会としていきたい。

２　附属名古屋小学校
　表₄は、附属名古屋小学校の春と秋の実践
研究発表会におけるアンケート回答者数と教
員経験年数を整理したものである。

　

教員経験年数 人数
₁～₅年 37
₆～10年 47
11～20年 45
21年以上 22
合計 151

表₁　回答者の教員経験年数

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 135 8 0 0
理解度 111 32 0 0
参考度 133 10 0 0
活用度 91 50 2 0

表₂　公開保育の集計結果� n＝143

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 138 14 0 0
理解度 138 14 0 0
参考度 138 14 0 0
活用度 120 31 1 0

表₃　研究発表の集計結果� n＝152

教員経験年数等 春 秋
₁～₅年 56 12
₆～10年 29 6
11～20年 57 9
21年以上 35 13
合計 177 40

表₄　回答者の教員経験年数
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　表₅・₆は春と秋の各公開の集計結果であ
る。回答者には「不明」、「複数回答」及び学
生（春20名、秋59名）や企業等（春₇名、秋
11名）の回答も含まれていた。ライブ配信の
数も含めると春の公開は176名、秋の公開は
194名であった。

　参加者の教員経験年数は、春と秋の公開で
は昨年同様「11～20年」が最も多くなった。
春公開では「21年以上」と合わせて教職経験
を有する参加者全体の約45％を占めた。また、
秋の公開には「21年以上」が他項目に比べて
最も多くなり、いずれも昨年度と同様の傾向
であったといえる。
　表₅・₆における各項目については、昨年
同様、肯定的な回答が否定的な回答よりも大
幅に上回っている。「関心度」ではねらい・
内容についての関心が高かったといえる。否
定的な回答は一定数あるものの、春の公開で
の「活用度」については、昨年度の肯定的な
回答数は全体の93％であったが、本年度は
98％であり、改善が図られたと考える。コロ
ナ禍明けで試行錯誤しながらではあったが成
果と考える。また、「理解度」については昨
年度の肯定的な回答数は全体の97％であった
が、本年度は96％であり、横ばいである。こ
の改善に向けて、今後の教育活動への理解や
参考となる取り組みとして、附属名古屋小学
校では、次の①～⑤を展開した。①春の実践
発表会と稲沢市の初任者研修会との連携、②

「デザイン思考」についての学習会を一般の
先生を交えて₇月に実施、③秋の公開授業に
向けた「夏の検討会」を一般の先生方にも公
開して実施（数名の先生方が参加）、④本校
教員による各出身市町への出張学習会の実施、
⑤会員制サイトの作成（授業動画や指導案な
どが閲覧可）。引き続き、研究の「理解度」
と「活用度」に向けた充実を図っていきたい。

３　附属岡崎小学校
　表₇は、附属岡崎小学校の学校研究及び提
案授業におけるアンケート回答者数と教員経
験年数を整理したものである。

　表₈は学校研究、表₉は提案授業の各集計
結果である。研究の趣旨を説明する学校研究
と提案授業は、同日に実施された。なお、₁
日目の全体会は動画撮影をすることで、₂日
目からの参加者も全体会の内容を知ることが
できるようにした。

　参加者の教員経験年数は、「₁～₅年」が
最も多くなり、昨年度と同様の傾向となった。
なお、学生数を含めると206名の参加数となっ
た。

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 167 33 2 0
理解度 146 47 9 0
参考度 165 32 5 0
活用度 139 58 4 0

表₅　春の公開の集計結果� n＝202

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 98 12 0 0
理解度 91 16 3 0
参考度 103 7 0 0
活用度 86 22 2 0

表₆　秋の公開の集計結果� n＝110

教員経験年数 人数
₁～₅年 49
₆～10年 21
11～20年 42
21年以上 31
合計 143

表₇　回答者の教員経験年数

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 163 38 2 0
理解度 144 56 3 0
参考度 162 40 0 0
活用度 114 83 5 0

表₈　学校研究の集計結果� n＝203

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 168 34 3 0
理解度 144 55 5 0
参考度 169 35 0 0
活用度 136 63 5 0

表₉　提案授業の集計結果� n＝205
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　表₈・₉における各項目については、昨年
同様、肯定的な回答が否定的な回答よりも大
幅に上回った。特に、「参考度」は否定的な
回答がなく、昨年度は学校研究で₁名、提案
授業で₂名の否定的回答があったことからも
今後の教育活動に参考になったといえる。ま
た、「関心度」においてはねらい・内容につ
いての関心が高かったといえる。その上で、
「理解度」と「参考度」についても否定的な
回答の割合は肯定的な回答に比べて、相対的
にかなり低いが、否定的な回答の相対的な数
値をみると改善する点も見出すことができる。
附属岡崎小学校の2023年度の「活用度」に関
する取組は、以下の①～⑥である。①全体授
業研究会（提案授業・研究協議会・外部講師
からの助言）への研究会員の参加（₅/18理
科；岡崎地区の教員₂名参加、₆/22社会；
岡崎地区の教員₂名、田原地区の教員₁名参
加、₉/29国語（蒲郡地区の教員₁名参加）、
12/₄算数（蒲郡地区の教員₁名参加）、②令
和₅年度11名の研究会員を対象として、年₆
回の全体授業研究会の参加機会の提供、③附
属小職員19名の年間₈回分の授業案、授業づ
くり資料等をダウンロードして閲覧可能にす
る取組、④岡崎市の算数・数学部会に向けた
提案授業とパネルディスカッション（授業者、
パネラーとして本校職員が参加；参加者80名
程度、₆/17実施）、⑤本校職員による三河地
区（地区の教科部会、学校など）、教育セン
ター、愛知教育大学への指導出張（助言者、
司会者、講師として）、⑥書籍出版。研究の
ねらい・内容についての分かりやすさや、今
後の教育活動に活用しやすい内容につなげて
いく機会を展開していきたい。

４　附属名古屋中学校
　表10は、附属名古屋中学校の研究発表会に
おけるアンケート回答者数と教員経験年数を
整理したものである。回答者には「不明」及
び「無回答」が含まれていた。

　表11は学校研究の集計結果である。

　参加者の教員経験年数は、「11年～20年」が
最も多くなり、昨年度と同様の傾向となった。
　表11における各項目については、昨年同様、
肯定的な回答が否定的な回答よりも大幅に上
回った。「関心度」は否定的な回答がなく、
ねらい・内容についての関心が高かったとい
える。また、「理解度」及び「参考度」にお
いても昨年度同様、肯定的が否定的を大幅に
上回り、ねらい・内容について分かりやすい
ものであり、今後の教育活動に参考になった
といえる。
　こうした傾向は「活用度」に見られるが、
否定的な回答における他の項目での数値を相
対的にみれば「活用度」の否定的な回答の数
値は高い。附属名古屋中学校の2023年度の
「活用度」に関する取組は、以下の①～③で
ある。①県総合教育センターの高校担当者か
ら、英語の教科論を紹介したいとの声掛けが
あり、高校の教員向けの資料として使用した
こと、②高校や中学の研修の一環としての参
加があったこと、③研究協議会において共同
研究者からの積極的は発信を得たこと。教育
活動に活用しやすい内容につながる取組を今
後も考えていきたい。

５　附属岡崎中学校
　表12は、附属岡崎中学校の公開Ⅰと公開Ⅱ

教員経験年数 人数
₁～₅年 7
₆～10年 18
11～20年 40
21年以上 28
合計 93

表10　回答者の教員経験年数

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 81 24 0 0
理解度 77 27 1 0
参考度 77 26 2 0
活用度 51 48 5 1

表11　学校研究の集計結果� n＝105
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におけるアンケート回答者数と教員経験年数
を整理したものである。

　表13は公開Ⅰの集計結果である。また表14
は公開Ⅱの集計結果である。公開Ⅰと公開Ⅱ
は同日に実施されたものである。

　参加者の教員経験年数は、公開Ⅰ及び公開
Ⅱともに、「11年～20年」が最も多く、昨年度
と同様の傾向となった。なお、アンケートの
回収率は低かったが、参加者は457名であった。
　表13・14における各項目については、昨年
同様、肯定的な回答が否定的な回答よりも大
幅に上回っている。特に「関心度」と「参考
度」の結果から、ねらい・内容についての関
心が高く、今後の教育活動に参考になったと
いえる。本年度は研究全体会を開催して研究
の総論を伝える場を設けた。
　その上で否定的な回答について、各項目の
数値を相対的にみると「理解度」と「活用度」
が高い。この「活用度」について附属岡崎中
学校では、本年度は昨年度の検討を受けて、
岡崎市立竜海中学校の教員にも授業公開日程
を伝え、時間のある希望者が参観できるよう
な機会を設けた（₁学期実践、₂学期実践）。

　₂学期実践の参観者からは、「感じられた
こと」をフォームにて入力して情報を収集す
ることができた。「参考になった、今後活用
できそうだと感じられたこと」の一部を紹介
する。
・　生徒から出た意見を次の本時の課題にす
るような流れができていて（生徒がつくる
授業）、生徒が主体的に取り組む授業のイ
メージがとてもできた。＜保体＞
・　男女共習が可能な教材を考えているので、
ラウンドボールは安全面、種目の面白さと
もに授業に取り入れてみたいと感じさせら
れるものだった。＜家庭＞
・　リアルタイムログは、その場で気づいた
ことをすぐに記録として残せるので、プリ
ントで振り返りを書くよりも、効率がいい
なと思った。＜保体＞
・　子どもの意見をじっくり聞く姿勢を、附
属の先生方のように大切にしていきたいと
思った。＜数学＞
・　「話し方」について学ぶ切り口としての
「ラジオ」という発想。映像や文章をそぎ
落とした「ラジオ」なら、声色や話し方、「伝
わる」表現について考えやすい。＜国語＞
・　意見交流の隊形は、基本学級に向けて話
ができる向きに自然になるので、活用して
いきたいと思った。また、今回の授業の
シートでの意見交流について、私も、iPad
を活用した考えの共有を授業で取り入れて
いるが、個々の考えがないと難しいと感じ
ていた。今回の授業で生徒が取り組んでい
た「他者の考えを解決する方法」など、「自
らの考えは出てこなかったが、人の考えは
こう思う」という生徒にとって、問題解決
へのきっかけにできる、とても参考になる
シートだと感じた。他者の考えから自らの
考えを深める、取り入れてよくしていく、
こういった授業を私も展開していきたいと
思った。＜数学＞
・　フレキシブルグルーピング。生徒たちが

教員経験年数 公開Ⅰの人数 公開Ⅱの人数
₁～₅年 14 9
₆～10年 12 10
11～20年 25 24
21年以上 19 15
合計 70 58

表12　回答者の教員経験年数

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 51 18 1 0
理解度 33 31 6 0
参考度 45 24 1 0
活用度 21 38 11 0

表13　公開Ⅰの集計結果� n＝70

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 39 19 0 0
理解度 24 30 4 0
参考度 31 25 2 0
活用度 19 33 6 0

表14　公開Ⅱの集計結果� n＝58
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ペアによって配置や作戦を変えるなど工夫
していて良かった。＜保体＞
・　高跳びのマットについて、₁時間で₇種
もできるということ、楽しさについて考え
るということは今までしたことがなく生涯
スポーツへという考え方＜保体＞
　こうした附属岡崎中学校と岡崎市立竜海中
学校との交流は、互いの実態や状況を把握す
る貴重な機会となり、附属学校と公立学校と
の研究活動の往還するアイデアに結実してい
く取組として貴重である。ねらい・内容につ
いて分かりやすかったどうかの「理解度」や
研究活動に活用しやすいかどうかの「活用度」
を引き続き検討していきたい。

６　附属高等学校
　表15は、附属高等学校の公開₁・₂及び分
科会におけるアンケート回答者数と教員経験
年数を整理したものである。回答者には「不
明」及び「無回答」が含まれていた。なお、
学生等を含めると99名の参加となった。

　
　表16・17は公開₁・₂の集計結果である。
また表18は分科会の集計結果である。

　公開₁と公開₂は同日にされたものである。
参加者の教員経験年数は、昨年度は「₆～10
年」が最多であったが、本年度は「11年～
20年」が最も多く、「21年以上」と合わせる
と参加者全体の約62％となった。
　各項目については昨年度と同様、肯定的な
回答が否定的を上回っており、特に「関心度」、
「理解度」及び「参考度」において、授業の
ねらい・内容への関心が高く、分かりやすい
取組であったと考える。
　「活用度」については、他項目と比較すれ
ば否定的な回答がやや高いが、それでも肯定
的な回答は否定的な回答を上回っている。附
属高等学校では、シンポジウムの当該教科は
₃年に₁回のため、また、コロナ禍を挟んだ
ため、前回から時間的に空いてしまっている
ことに鑑み、本年度の「活用度」に関する取
組は、各教科による新科目への取組を持ち
帰ってもらうため、単元案と当該授業のワー
クシート等を多く配付した。今回配付したも
のをベースに授業を作り、次回でアンケート
に回答してもらうイメージで用意した。なお、
附属高等学校は教科研究会等での発表を通し
て、他校の教員とつながりがあるが、組織だっ
た活用については今後の課題である。また、
多様な高等学校のニーズがある中で、どこに
焦点を置くのかなど、研究の設定も今後の課
題となる。

７　附属特別支援学校
　表19は、附属特別支援学校の公開₁と公開
₂におけるアンケート回答者数と教員経験年
数を整理したものである。
　表20・21は公開₁・₂のアンケートの集計
結果である。

教員経験年数 人数
₁～₅年 11
₆～10年 12
11～20年 26
21年以上 13
合計 62

表15　参加者の教員経験年数

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 47 16 3 1
理解度 47 16 2 1
参考度 47 15 5 1
活用度 37 32 6 1

表16　公開₁の集計結果� n＝76

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 61 13 1 0
理解度 50 23 3 0
参考度 56 18 1 0
活用度 32 39 3 0

表17　公開₂の集計結果� n＝67

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 42 10 0 0
理解度 38 13 1 0
参考度 39 13 0 0
活用度 33 17 2 0

表18　分科会の集計結果� n＝52
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　参加者の教員経験年数は、昨年度は「₁～
₅年」及び「₆～10年」が参加者全体の約
60％を占めていたが、本年度は「11年～20年」
が他の項目に比べて多く、各経験年数での偏
りもなかった。
　各項目については昨年同様、肯定的な回答
が否定的な回答よりも大幅に上回り、特に
「関心度」と「理解度」は高かったといえる。
　「参考度」と「活用度」については、他の
項目と比較すれば相対的に低い。それでも肯
定的な回答が否定的な回答を上回っているこ
とから、今後の教育活動に参考になったとい
える。また、特別支援学校における「活用度」
に関する取組としては、分科会終了後に自由
参加の授業会場見学会を15分間設定し、授業
者への質問及び意見交換を積極的に実施した。
こうした取組は「活用度の向上」につながる
と考える。

Ⅲ　結論と今後の課題
　以上、本稿では、2023年度の大学・附属学
校園連携プロジェクト（戦略₆）における附
属学校園アンケートの結果から次年度への改

善策を検討した。
　₇附属学校園の研究発表会は昨年度と同様
に「関心度・理解度・参考度・活用度」の₄
項目すべてにおいて、肯定的な回答が否定的
な回答を上回ることができた。この回答者の
教員経験年数は、「₁年～₅年」「₆～10年」
「11～20年」「21年以上」の区分において、大
きな偏りがなかった。そのため、どの教員経
験年数にも対応する研究内容であったと考え
る。
　また、昨年度の課題を受けて、2023年度は
「活動度」に関わる取組を検討してきた。引
き続き、₇附属学校園における「活用度」の
取組については継続検討していきたい。具体
的に参観者はどのような活用をしようとして
いるのか（したのか）等を把握することも今
後の課題となる。さらに、活動に関するニー
ズと教員経験年数等による内容の差異等も含
めて分析をしていきたい。
　こうしたアンケート結果は2023年度の大
学・附属学校園連携プロジェクト（戦略₆）
における検討対象に留まらず、大学と附属学
校園が一体となる特色を生かした互いの実践
理解を深める契機になっている。また、附属
学校園と公立学校等との連携も視野に入れて、
引き続き、「活用度」に着目して実証研究を
検討していきたい。
　なお、2023年度の大学・附属学校園連携プ
ロジェクト（戦略₆）のメンバーは、次の通
りである。
　
　杉浦慶一郎（連携・附属学校担当理事）
　鈴木一成（保健体育講座）
　真島聖子（社会科教育講座・学長補佐）
　小塚良孝（外国語教育講座・副学長）
　石川　恭（保健体育講座・附属学校部長）
　加納誠司（生活科教育講座）
　砂川誠司（国語教育講座）
　西垣祥子（附属幼稚園・研究主任）
　松尾裕太（附属名古屋小学校・研究主任）

教員経験年数 人数
₁～₅年 22
₆～10年 18
11～20年 23
21年以上 18
合計 81

表19　参加者の教員経験年数

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 67 13 0 1
理解度 63 18 0 0
参考度 66 14 1 0
活用度 54 24 3 0

表20　公開₁の集計結果� n＝81

項目 とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない
関心度 65 15 0 1
理解度 62 19 0 0
参考度 58 21 2 0
活用度 51 27 3 0

表21　公開₂の集計結果� n＝81
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　木村英勝（附属岡崎小学校・研究主任）
　柳田真弥（附属名古屋中学校・研究主任）
　佐藤裕一（附属岡崎中学校・教務主任）
　朝倉　大（附属特別支援学校・研究主任）
　川瀬英幹（附属高等学校・研究主任）
　佐藤重成（附属学校課課長）
　鬼頭百合子（附属学校課副課長）
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